
十
月
三
日
午
後
、
大
阪
府
連
文
化

教
室
で
、
西
支
部
総
会
を
開
き
ま
し

た
。
今
年
は
協
会
創
立
６
０
年
、
西

支
部
も
班
が
出
来
て
５
０
年
、
来
年

が
支
部
結
成
５
０
年
と
い
う
老
舗
の

組
織
で
あ
り
、
５
０
年
会
員
も
誕
生

し
、
会
員
拡
大
も
目
標
の
１
割
増
を

達
成
し
て
の
開
催
で
し
た
。
単
に
１

割
増
と
言
い
ま
す
が
、
こ
の
二
年
間

で
実
に
四
割
も
会
員
が
入
れ
替
わ
る

と
い
う
、
厳
し
い
状
況
の
中
で
の
会

員
増
で
す
か
ら
、
達
成
感
の
あ
る
充

実
し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

松
原
支
部
長
が
尖
閣
列
島
問
題
を

中
心
に
開
会
あ
い
さ
つ
、
来
賓
挨
拶

は
高
瀬
府
連
事
務
局
長
が
、
最
近
の

日
中
関
係
の
情
勢
報
告
で
し
た
。
激

励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
愛
知
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
支
部
か
ら
い
た
だ
き
、
総
会
の
議

事
に
入
り
、
参
加
者
２
５
名
が
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
や
近
況
を
語
り
ま
し
た
。

「
上
海
万
博
や
北
京
に
行
っ
て
中

国
語
会
話
の
実
践
を
し
て
き
た
」

「
太
極
拳
を
通
じ
て
肩
こ

り
が
な
く
な
り
、
足
や
腰

が
丈
夫
に
な
り
、
ス
ト
レ

ス
も
な
く
な
っ
て
き
て
感

謝
を
し
て
い
る
」
「
き
り

え
の
歴
史
や
行
事
ハ
イ
キ

ン
グ
、
花
見
、
水
餃
子
と

多
彩
な
こ
と
や
っ
て
い
た

だ
き
う
れ
し
い
」｢

５
０
年
会
員
か
ら

は
西
支
部
創
立
以
来
の
苦
労
話
や
、

そ
の
な
か
で
文
革
の
頃
は
会
員
が
減
っ

て
つ
ら
か
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
は

本
部
が
提
起
し
て
い
る
組
織
活
動
四

原
則
プ
ラ
ス
一
つ
を
、
し
っ
か
り
や
っ

て
い
た
だ
い
て
い
て
う
れ
し
い｣

と
発

言
さ
れ
、
思
わ
ず
大
き
な
拍
手
が
お

こ
り
ま
し
た
。新

年
度
は
６
０
名
を
超

え
て
い
る
こ
の
会
員
を
キ
ー

プ
し
て
、
限
り
な
く
７
０

名
へ
近
づ
け
る
こ
と
を
確

認
、
５
０
年
会
員
の
小
野

さ
ん
へ
、
会
員
の
方
が
画

い
て
く
れ
た
似
顔
絵
に
寄

せ
書
き
を
添
え
て
、
お
祝

い
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
し
た
。

二
部
は
各
自
一
品
も
ち
よ
り
で
、

豪
華
な
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
の
熱
気
が
そ
の
ま
ま
懇
親
会

に
表
れ
、
準
会
員
の
方
が
正
会
員
へ
、

非
会
員
の
人
が
会
員
へ
と
申
し
込
ま

れ
、
大
き
な
笑
顔
に
包
ま
れ
、
明
る

い
希
望
の
持
て
る
総
会
で
し
た
。

ま
わ
り
に
は
お
得
意
の
き
り
え
や

書
画
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
懇
親
会
の

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
（
Ｈ
）
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西
支
部
総
会
、

会
員
一
割
増
で
迎
え
る

月
一
回
の
行
事
と
太
極
拳
教
室
で
仲
間
を
増
や
す

九
月
二
十
八
日
、
十
月
二
日
の
両

日
、
十
月
か
ら
開
講
さ
れ
る
中
国
語

講
座
に
あ
わ
せ
て
初
心
者
を
対
象
に

し
た
「
入
門
体
験
レ
ッ
ス
ン
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
は
、
尖
閣
諸
島
問
題
で
日

中
関
係
が
厳
し
い
時
節
に
、
参
加
者

が
本
当
に
多
く
来
て
く
れ
る
だ
ろ
う

か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
十
六

名
の
方
が
受
講
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

若
い
男
性
参
加
者
の
方
は
「
こ
の

よ
う
な
日
中
情
勢
の
時
に
こ
そ
、
中

国
語
を
学
び
民
間
交
流
を
発
展
さ
せ

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
語
ら

れ
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
、
熱
心
に
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
ら
れ
十
名
の
方
が
中
国
語
講

座
の
初
級
Ⅰ
の
ク
ラ
ス
に
申
し
込
ま

れ
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
中
国
語
を
学

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

初
級
中
国
語
か
ら
実
践
的
な
上
級

ま
で
、
個
人
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン
も
、
ウ
イ
ー

ク
デ
イ
の
午

前
と
午
後
に

準
備
し
て
い

ま
す費

用
や
受

講
日
は
、
事

務
局
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ

い
。
（
Ｔ
）

入
門
レ
ッ
ス
ン
に
十
六
名
中
国
語
講
座
始
ま
る

10月30日（土）17：45～

日中文化センター

入場無料・

コーヒー付き！！

字幕は日文です！

中国語の勉強を兼ね

てお越しください。

日 時：１０月２４日(日)午後１時から

会 場：楓林閣（阿倍野・アポロビル９階）

参加費：５０００円 （要予約）

連絡先：日中友好協会大阪府連合会06-6372-8131

日中友好協会６０周年記

念 中国人との日常会話ができることをめざしています。

会員・学生割引あり、紹介キャンペーン図書券を贈呈

１０/４開講（週一回・二時間・６ヶ月２０回受講）

受講料・４４，０００円 入学金・１８，０００円

二科目受講は８８，０００円を６６，０００円に割引

＊授業の見学は無料で二科目までならＯＫです。

秋から始まる中国語講座

文化講座・中国電影世界

『胡同愛歌』を上映

５０年会員に似顔絵をプレゼント
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九
月
下
旬
に
二
日
間
、
上
海
万
博

を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
「
建
国
６

１
周
年
」
と
「
城
市
生
活
更
美
好
」

の
二
つ
の
幟
が
交
互
に
は
た
め
き
、

万
博
ム
ー
ド
を
高
め
て
い
る
中
を
万

博
会
場
へ
到
着
。
駐
車
場
に
は
す
で

に
１
０
０
０
台
以
上
の
バ
ス
が
並
ん

で
い
て
、
入
場
ゲ
ー
ト
で
は
長
蛇
の

列
に
待
つ
こ
と
３
０
分
、
飛
行
場
並

の
ボ
デ
イ
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
や
っ
と

入
場
。

万
博
会
場
は
黄
浦
江
を
挟
ん
で
旧

市
街
と
新
市
街
に
ま
た
が
る
広
大
な

敷
地
に
パ
ビ
リ
オ
ン
が
建
っ
て
い
る
。

会
場
内
は
電
気
バ
ス
や
乗
り
合
い
電

気
自
動
車
、
地
下
鉄
、
フ
ェ
リ
ー
な

ど
で
移
動
で
き
る
。

人
気
の
あ
る
中
国
館
や
日
本
館
な

ど
は
３
時
間
前
後
の
待
ち
行
列
が
あ

り
、
空
い
て
い
る
北
朝
鮮
館
や
キ
ュ
ー

バ
館
、
ア
ジ
ア
共
同
館
な
ど
を
駆
け

足
で
観
て
回
り
、
二
日
目
に
入
場
式

な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
万
博
文

化
セ
ン
タ
ー
へ
、
六
階
の
展
望
通
路

か
ら
は
万
博
会
場
が
３
６
０
度
す
べ

て
一
望
、
上
海
市
内
も
遠
望
で
き
る
。

こ
こ
は
お
薦
め
の
ス
ポ
ッ
ト
で
、

一
番
初
め
に
会
場
全
景
を
展
望
し
て

か
ら
、
各
コ
ー
ナ
ー
や
パ
ビ
リ
オ
ン

を
見
学
す
る
と
良
か
っ
た
と
思
っ
た
。

初
日
の
午
後
に
予
約
し
て
い
た
中

国
館
に
並
び
始
め
る
と
誰
も
入
館
し

て
い
な
い
。
突
然
キ
ャ
ン
セ
ル
の
連

絡
が
あ
り
、
政
府
要
人
の
入
館
で
一

般
の
人
は
す
べ
て
ス
ト
ッ
プ
と
な
っ

た
。
後
日
分
か
っ
た
こ
と
は
ロ
シ
ア
・

メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
の
来
場
に

よ
り
中
国
館
は
全
面
ス
ト
ッ
プ
と
な
っ

た
と
。
ツ
ア
ー
参
加
者
一
同
ぼ
や
き

な
が
ら
、
中
国
政
府
の
強
権
行
使
に

大
き
な
不
満
が
残
っ
た
。

蘇
州
寒
山
寺
や
上
海
雑
技
団
、
夜

の
黄
浦
江
ク
ル
ー
ズ
、
４
０
０
ｍ
を

超
え
る
森
タ
ワ
ー
展
望
台
か
ら
の
あ

ざ
や
か
な
夜
景
、
魯
迅
公
園
散
策
な

ど
名
所
旧
跡
観
光
も
大
い
に
楽
し
み
、

中
国
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
振
る

舞
い
や
、
著
し
く
発
展
す
る
上
海
市

内
に
も
触
れ
る
、
四
泊
五
日
の
印
象

深
い
ツ
ア
ー
で
し
た
。
（
Ｓ
）

上
海
万
博
中
国
館
な
ど
は
三
時
間
待
ち

連
日
３
５
万
人
、
６
０
０
０
万
人
を
超
え
る

尖
閣
諸
島
付
近
の
日
本
領
海
内
で

の
漁
船
接
触
事
件
で
中
国
と
の
摩
擦

が
起
き
て
い
ま
す
が
、
歴
史
的
に
も

国
際
法
上
か
ら
見
て
も
日
本
の
領
土

で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
植
民
地
政
策

に
対
抗
し
て
、
日
本
の
軍
部
が
中
国

東
北
部
で
画
策
し
た
柳
条
湖
事
件

（
満
州
事
変
）
や
、
中
国
全
土
へ
の

戦
争
の
拡
大
と
な
っ
た
盧
溝
橋
事
件

な
ど
と
は
別
問
題
で
す
。

た
だ
日
中
間
の
戦
後
処
理
を
日
本

政
府
が
曖
昧
に
し
て
き
た
付
け
は
、

今
な
お
中
国
国
民
に
反
感
を
買
う
下

地
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

尖
閣
諸
島
は
中
国
の
唐
か
ら
清
国

の
時
代
に
琉
球
国
、
日
本
、
韓
国
と

海
上
貿
易
が
な
さ
れ
て
い
て
、
船
の

安
全
航
路
標
識
と
し
て
島
そ
の
も
の

は
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
政
府

が
１
８
９
５
年
正
式
に
編
入
し
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、
清
王
朝
と

そ
の
後
の
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
の

領
有
権
主
張
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

領
土
問
題
は
し
ば
し
ば
戦
争
の
原

因
と
し
て
今
な
お
世
界
的
に
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
歴
史
的
な
解

明
と
戦
争
に
よ
る
領
土
不
拡
大
の
現

在
の
国
際
法
も
問
題
を
解
決
す
る
上

で
無
視
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
国
際
法
の
中
に
は
、
所
有
者

の
明
ら
か
で
な
い
無
人
島
な
ど
の
場

合
は
『
先
占
』
領
と
し
て
の
主
権
を

認
め
て
い
ま
す
。
中
国
や
台
湾
の
領

有
権
主
張
は
１
９
６
９
年
に
国
連
の

報
告
書
の
中
で
海
底
に
石
油
が
埋
蔵

さ
れ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
か
ら
、

１
９
７
０
年
以
降
に
領
有
権
を
主
張

し
始
め
た
の
で
す
。

以
上
の
事
か
ら
歴
史
的
検
証
を
す

る
と
尖
閣
諸
島
は
紛
れ
も
な
く
日
本

の
領
有
権
の
及
ぶ
諸
島
で
あ
り
、
領

海
侵
犯
と
し
た
海
上
保
安
庁
の
取
り

締
ま
り
は
正
当
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

た
だ
日
中
友
好
の
基
本
的
立
場
の

中
で
確
認
さ
れ
た
、
戦
略
的
友
好
互

恵
の
立
場
で
、
話
し
合
い
を
拒
む
も

の
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
（
Ｍ
）

事
態
解
決
に
向
け
、
冷
静
に
対
処
を

尖
閣
諸
島
付
近
の
漁
船
接
触
事
件

中
国
館
突
然
キ
ャ
ン
セ
ル

｢東方の冠、栄える中華、天下の穀

倉、豊かな人々｣を表現した中国館

｢生命体のように呼吸する、環境に

やさしい｣蚕の形をした日本館

｢１万本の管を１万個のナットで

つないだ網状｣の日本産業館

日 時：１２月３日（金）１８：３０[大阪西支部主催]

会 場：日中文化センター中国語教室

持ち物：カッター・マットなどあれば

ご持参下さい。無料レンタルも有りま

す。 会費は材料費1000円以内です。

誘いあってご参加ください

うさぎの干支色紙・きりえ教室

Ｂ３判（縦515㎜、横364㎜）１３枚綴り

定 価：1200円（税込・送料別）

今年もカレンダーを取り扱っています。

各支部まとめ買いの場合はご相談に応じます。

連絡先：日中友好協会大阪府連合会06-6372-8131

２０１１年カレンダー中国悠


